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阿賀野川え～とこだより  第 42 号
阿賀野川え～とこだ！流域通信

　正式には「阿賀野川流域地域フィールドミュージアム事業」（略
称FM事業）と言い、阿賀野川流域の各地域が今も続く新潟水俣病と
向き合い、それを乗り越えるような「人と人の絆」や「人と自然の関
係」をつむぎ直すため、流域の住民・行政・民間団体が手を取り合
い、「新しい地域づくり」を目指して始まったプロジェクトです。

「阿賀野川え～とこだプロジェクト」とは？

https://aganogawa.info/
aganogawa@niigata.email.ne.jp
TEL.&FAX. 0250-68-5424

今号表紙の写真「川魚の焼き干し」
　阿賀野川流域では、昭和の高度経済成長期ま
で、川魚を日常的に食べる人々が多くいました。そ
うした家では、囲炉裏で焼いた川魚の串焼きを、
天井から吊るされた藁や竹などでできた「まっこ
う」と呼ばれる筒に刺して保存食としていました。

　第42号はいかがでしたでしょうか？ 
　令和7年度は、新潟水俣病公式確認60年を迎えた節目
の年でしたが、当時は子どもや若者だった方々も現在70～
80代になり、あの時代に何が起きたかを知る機会は確実
に少なくなりつつあります。今回のフォーラムでは、当時の
様子を関係者からヒアリングする動画イベントを開催しま
すので、ぜひお気軽にご覧ください！

え～とこだよりのバックナンバーも見れます！

※SDGs：「Sustainable Development Goals」（=持続可能な開発目標）の略称。

令和 7年度パネル巡回展

水と大地が織りなしてきた持続可能な豊かさとは？

阿賀野川流域地域

水と大地の をさぐる
エス ディー ジー ズ

（※）

　令和7(2025)年度のパネル展では、大河と
大地が織りなしてきた、阿賀野川流域地域にお
ける持続可能な豊かさを、光と影の歴史ととも
に紹介する【大地編】です。

■ 主催： ■ 共催：新潟市・五泉市・阿賀野市・阿賀町 ■ 企画 &お問合せ：

3/7（土）～3/24（火） 10:00～19:00江南区郷土資料館江南区文
化会館内

3/7（土）～3/31（火）

金曜休館
日曜10:00～17:00

9:00～16:00
ラポルテ五泉  ガレリア3/26（木）～3/29（日） 9:00～22:00
道の駅「阿賀の里」

初日13:00から

大地編

展示施設 展示時間・備考展示期間

臨時休館のため、展示期間が変更になりました。


